
 

 

 

 

 

 

 

 

  アルミニウム材料に対するＤｅｆｏｃｕｓの影響 
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概要 

 無配向材料の極点図測定では、極点図の中心から極点図の外周方向に密度の分布を持ちます。 

   この現象は、極点図の測定では試料を煽りながら測定している事によります。 

  

 試料面が集中点からずれる事で反射プロファイルに広がりが発生 

  

 極点図の中心を０度としたプロファイルでは、密度変化が現れる。 

  

 この現象がｄｅｆｏｃｕｓです。 

 

 解析する場合、この現象の影響を調べてみます。 

 調べる方法は、 

 Ｃｕｂｅ，Ｂｒａｓｓ，Ｇｏｓｓ，Ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ 方位を２０％含む極点図を作成 

  LaboTexのModelling機能を用いる 

 ｄｅｆｏｃｕｓの逆計算を極点図に施す（測定された極射点図と考える） 

  ReverseDefocus ソフトウエアを用いる 

 上記極点図に対し、ｄｅｆｏｃｕｓ処理のあり、なしを比較する。 

  ODFPoleFigure2、PFtoODF3、LaboTex、ValueODFソフトウエアを用いる 
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結果 

Rp%比較（％）ＮＰＦ－ＲＰＦ比較 入力極点図と再計算極点図の差 

  

 

Rp%比較（％）ＲＰＦ－ＡＰＦ比較 再計算極点図と VolumeFraction再計算極点図の差 

 

極点図Max密度比較 

  

 

ODF図Max方位密度比較 

  

 

VolumeFraction比較（％） 

  

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないと、Ｒｐ％が大きく、Ｍａｘ極密が異なり、 

 VolumeFractionも大きく異なります。 

 正確な値を求めるのなら、ｄｅｆｏｃｕｓ補正は必須である事が解ります。 

  

 以下に解析結果を示します。 

 

 

  



オリジナル極点図（LaboTexのModellingで作成） 

 

オリジナルＯＤＦ図 

 

 

測定データ（ReverseDefocusソフトウエアで補正） 

 



ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし（LaboTexの ODF解析時 Error） 

 

 Ｒｐ％が大きい 

再計算極点図 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

 

Ｓ方位が低く計算されている。 

 



Ｒｐ％プロファイル(ValueODFで入力極点図と再計算極点図の Rp%計算) 

NPF-RPF比較 

 

入力極点図にｄｅｆｏｃｕｓの影響が認められます。 

 

RPF-APF比較 

 

 

ValueODF 1.88VF以降 RPF-APF比較が出来るようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｄｅｆｏｕｃｓ補正あり（LaboTexの ODF解析時 Error） 

 

 Ｒｐ％が低い 

再計算極点図 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

 

 ほぼ２０％に近い値になる。 

 



Ｒｐ％プロファイル(ValueODFで入力極点図と再計算極点図の Rp%計算) 

NPF-RPF比較 

 

 

NPF-APF比較 

 


